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1 はじめに
HCI(Human Computer Interaction)への応用を目

的として,表情から感情を認識するシステムの研究が行
われている.これらの代表的な手法としてFACS(Facial
Action Coding System)[4]という表情記述手法で用い
られているAU(Action Unit)をパターンマッチング手
法や,ニューラルネットワークを用いて認識する手法
がある (例えば [1][5]).これらの手法は FACSで定義さ
れている基本六表情 (喜び・驚き・恐怖・怒り・嫌悪・
悲しみ)を被験者に練習させ,演じられた静的な表情の
認識を行っている.一方,表情解析により,自然な表情
と演技された表情では顔パーツ (眉,目,口など)の動
作が違うということが報告されている [6][3][7].以上の
見地から利用者の自然な表情により感情を認識するた

めには,表情変化時の顔パーツの動きが重要な意味を
持つと考えられる.
そこで,本研究では自然な表情からの感情認識を目

指し,FACSには定義されていない自然な表情変化時の
AUの動きに関するテンプレートを構築することで,自
然な表情を認識するシステムの構築を試みる.さらに
構築されたテンプレートにより時系列データから自然

な表情変化のみを検出することを実験により示す.こ
のような自然な表情を認識するテンプレートを作成し,
テンプレートに感情による意味付けを行うことで表情

からの感情認識が可能になるという視点のもと,以下
自然な表情の認識手法について詳述する.

2 自然な表情の認識手法
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図 1: システム概要
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ここでは自然な表情を認識するために,ある特定の
表情変化をした時に顔パーツがどの様な動きをしてい

るかを定義したテンプレートを導入する.このテンプ
レートを作成するために本研究では表情変化の動きを

抽出する手法として表情譜 [3](以後 FD と述べる)を
使用する.FDによりテンプレート作成のための時系列
データから表情変化時の動きを取得し,テンプレート
を作成する.また表情認識はテンプレートを用い,時系
列データを予測し,予測誤差を求める.予測誤差の少な
い部分をテンプレートにより定義された表情だと相対

的に判断し表情変化部を抽出する.このシステムの全
体像を図 1に示す.次に FDについて概説する.

2.1 表情譜 [3]

表情譜は,先ず顔パーツの動きを観測した時系列デー
タを一次微分のゼロ交差点において大まかに分節化を

行い,この分節化された時系列データの各区間をモー
ドとして扱う.次にモードが持つ遷移行列に基づきモー
ド同士の類似度を定義する.類似度が高いモード同士
を階層型クラスタリングにより同定しモード数を減ら

して行く.各モード間の発生タイミングを用いること
で,表情をより詳細に理解・分析する事が可能である
ことが示されている [3].
以降この FDを利用した自然な表情に対するテンプ

レートの作成手法と自然な表情の認識手法を示す.

2.2 テンプレート作成手法

本研究では表情変化時の動きをパーツ毎の動きの組

合わせではなく,顔の動きと捉え,1つの顔からは FD
を 1つ作成する. FDにより抽出されたモードは各観
測点の遷移行列を持っているため,モードが持つこの
遷移行列を表情認識時に使用する.
ここではテンプレートはユーザが抽出したい表情

に依存するものとする.従ってテンプレート作成にあ
たっては,先ず検出すべき表情の開始フレームと終了フ
レームをユーザが指定する.次に時系列データの表情
変化部が他の時系列データと同一のクラスに分類され

ない階層までモードを同定する.その結果作成された
指定したフレーム内のモードをテンプレートとして保

存する.作成されるテンプレートの形態としては次の
3つが考えられる:(1)表情変化部が全て 1つのモード
そして定義される,(2)表情変化部毎にモードが定義さ
れる,(3)同じ表情変化部で複数のモードが作成される.
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2.3 自然な表情認識手法
自然な表情の認識は時系列データの値をテンプレー

トで定義されたモードの遷移行列を使い予測し,実際
の値との予測誤差 E を各モード毎に求めることで表

情認識を行う.この方法では表情変化部分を断定する
ことはできないので, 誤差の値に閾値を与える. テン
プレートの形態が (1)と (2)の場合は各テンプレート
に対し誤差が閾値 (σ)以下になったフレームを表情変
化部分とする.(3)の場合は閾値以下になった誤差の値
がテンプレート内のモード順になっているかで判断す

る.モード iが持つ遷移行列を Fi とし,特徴点の数を
N とすると,t時における予測誤差E

(Fi)
t は次の式で求

める:

E
(Fi)
t =

1
N

N∑

j=1

|Fizt−1 − zt|. (1)

また誤差が閾値以下のフレームCtは次の式で求める:

Ct = {t|EFi
t < σ}. (2)

3 評価実験

提案した手法により作成された自然な表情のテンプ

レートにより時系列データからテンプレートにより定

義された自然な表情変化をしている部分を見つけれる

かを実験した.今回は自然な笑いの認識を行った.先ず
被験者にビデオを見せ顔パーツの動きを計測した.次
に被験者に笑っているときのフレームをしてしてもら

い 2.2 節のアルゴリズムでテンプレートを作成した.
また同じ被験者の時系列データを表情認識用にもう 1
つ用意した.(2)式の閾値 σは経験的に 1.5とした.
今回は時系列データの取得にモーションキャプチャ

システム (EVA HiRES Version 7.0)[2]を利用した.配
置した特徴点の位置を図 1の顔写真に示す.
3.1 結果
テンプレート作成用時系列から表情譜を作成し,テ

ンプレートとなるモードを抽出した.作成された表情
譜と抽出したモードを図 2に示す.
次にテンプレートによって,認識された結果と人に

よって認識された結果の比較を図 3に示す.また実験
から以下の結果が得られた:
• ユーザが指定した表情を抽出することができた.
• テンプレートで定義された表情と,そうでない表
情を分けて認識することができた.

• 演技された表情を認識せず,自然な表情のみを認
識できた.

3.2 考察

実験結果より本研究で提案する手法が自然な表情の

認識に有効であることが分かった.また顔パーツの動
きで表情を認識することで,FACSでは同じ表情とされ
ていた表情を別々に認識することができた.
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図 2: テンプレート作成の概要
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図 3: 認識結果

以上のことから,テンプレートの意味付けができれ
ば,自然な表情から被験者の感情を認識できるのでは
ないかと考えられる.
4 まとめ
本研究では自然な表情に対するテンプレートの作成

手法を提案することで,自然な表情を認識し,本手法の
有効性を示した.
しかし現段階ではテンプレートの意味付けができて

いないため感情の認識までは至っていない.この問題点
を解決するためには,テンプレート作成時に予めユー
ザから感情を指定してもらう方法や,心理学者などの
専門家によって分析することなどが考えられる.今後
はテンプレートの意味付けを行い,自然な表情から感
情を認識するを目標とする.
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